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組織 
通常、組織は顧客ですが、組織はビジネスパートナーでもあり得ます。VSAのユーザー定義オブジ

ェクトのほとんどが、組織に属します。管理マシン、管理デバイス、および VSAユーザーはそれぞ

れ、組織に属します。それらにはオプションとして、スコープ、チケット、サービスデスクが関連

付けられます。 

組織と管理マシン 

管理されるマシンにインストールされたエージェントは、独自のマシン ID/グループ ID/組織 IDを指定

されています。すべてのマシン IDはマシンのグループ IDに属し、オプションでサブグループ IDに

属します。すべてのマシンのグループ IDは組織 IDに属しています。組織は、通常は単一の顧客のア

カウントを表します。組織が小さい場合、その組織のすべてのマシン IDを含んでいるマシンのグル

ープが 1つだけあります。大きな組織の場合は、通常は場所やネットワークで分類される多数のグ

ループおよびサブグループがあります。たとえば、管理マシン上にインストールされたエージェン

トの完全な識別子は、jsmith.sales.chicago.acmeとして定義できます。この場合、salesは、

acmeと呼ばれる組織 ID内の chicagoというグループ ID内にあるサブグループ IDです。VSAの一

部の場所では、この階層が逆の順序で表示されます。各組織 IDには、rootと呼ばれるデフォルトの

マシングループ IDが 1つあります。  グループ IDおよびサブグループ IDを作成するには、[システ

ム] > [組織/グループ/部門/スタッフ] > [管理] > [マシングループ]ページを使用します。 

定義済み組織 

3つの事前定義組織があります： 

 myOrgは、VSAを使用するサービスプロバイダーの組織です。VSA内のその他すべての組織が

、myOrgと取引している当事者の組織です。myOrgのデフォルト名はマイ組織であり、サービ

スプロバイダーの社名または組織名と一致するように変更する必要があります。この名前は、
ブランドを示すために各種レポートの上部に表示されます。内部の管理マシンにインストール
したエージェントは、この組織に割り当てることができます。VSAユーザーのログオンは通常
、myOrg組織のスタッフのレコードに関連付けられています。myOrgを親組織に割り当てるこ

とはできません。 

 Kserverは、Kaseya Serverにインストールされたエージェントに割り当てられた組織です。

これを使用することで、通常は他のエージェントの管理マシンとは別の方法で管理されている

専用設定を、Kaseya Serverに適用することが簡単になります。 

 名前未設定は、エージェントを割り当てるデフォルトの組織です。 [エージェント] > [エージェ

ントの配置]で、組織ごとに 1つ、複数のエージェントインストールパッケージを管理するのは

時間がかかります。代わりに、一部のサーバープロバイダーは名前未設定の組織に対して単一

のエージェントパッケージを使用して、すべてのインストールを実行します。[システム] > [命

名ポリシー]を使用して、各管理マシンの IPまたは接続ゲートウェイに基づいて、初めてエージ

ェントがチェックインしたときに、新しいエージェントを正しい organization.group IDに自動

的に割り当てし直すことができます。[エージェント] > [設定のコピー]を後で使用して、マシン

IDテンプレートに指定された特定の種類のエージェント設定を、最初の監査で判明したマシン

のタイプに手動でコピーできます。  
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スコープ 

スコープデータオブジェクト 

スコープに割り当てることができるデータオブジェクトには、5つのタイプがあります。それは、ス

コープに割り当てられる前に、スコープ外で定義されます。 

 組織 - 組織は一般的に顧客ですが、顧客のみとは限りません。組織のレコードは、その名前や

アドレス、従業員数やウェブサイトなど、特定の一般情報が含まれます。組織はまた、組織内

の全マシングループと個人を示す下の図のように、追加情報の階層を定義します。組織を定義

するには、[システム] > [組織/グループ/部門/スタッフ] > [管理]を使用します。 

O rganization

M achine G roups

D epartm ents

S taff

C hild  O rganization

M achine G roups

D epartm ents

S taff  

 マシングループ - マシングループは組織内にある管理マシンのグループです。マシングループ

を定義するには、[システム] > [組織/グループ/部門/スタッフ] > [管理] > [マシングループ]を使用

します。 

 マシン - 運営マシンは、エージェントがそこにインストールされているコンピュータの事です

。各マシンはマシングループに属さなければなりません。マシンを作成するには、一般的に[エ

ージェント] > [エージェントの配置]ページを使用します。 

 部門 - 部門は組織内のスタッフメンバーのグループです。スタッフメンバーはマシンユーザー

と同じであるとは限りません。部門とスタッフメンバーを定義するには、[システム] > [組織/グ

ループ/部門/スタッフ] > [管理] > 部門]を使用します。 

 サービスデスク - サービスデスクは Service Deskモジュールを使用してチケットを処理しま

す。サービスデスクを定義するには、[サービスデスク] > [デスクの設定] > [デスクの定義]を使

用します。 

スコープ 

[スコープ]ページでは、VSA全体のユーザー定義データオブジェクトの特定のタイプの可視性を定義
します。例えば、あるユーザーはマシングループをいくらか見ることができても、それ以外のマシ

ングループを見ることができません。一度、スコープがユーザーにデータオブジェクトを見えるよ

うにすると、そのデータオブジェクト上でそのユーザーが実行できる機能は、ユーザー役割で決ま

ってしまいます。スコープを使用すると、ユーザーセキュリティの責任を持つ VSAユーザーは、デ

ータオブジェクトの異なるスコープを作成し、異なるユーザーの集団に割り当てることができます

。 

注： ユーザーは、割り当てられた役割（実行できる機能）と割り当てられたスコープ（表示可能なデータ）

の両方をもってログオンします。  役割のメンバーシップとスコープのメンバーシップは、お互い独立して
います。 

スコープの指定 

データ構造間の親子関係は、どのようにスコープが維持されるかに影響を与えます。 
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暗示指定 

ペアレントレコードのスコープへの指定は暗示のうちに全チャイルドレコードを、同じスコープに
指定します。例えば、組織をスコープに指定することは、その同じスコープ内で、以下のことを含

むことを意味します。 

 チャイルド組織 

 組織と、チャイルド組織のマシングループです。 

 その組織とチャイルド組織のマシングループのマシンです。 

 組織とチャイルド組織の部署です。 

明示指定 

スコープ内でトップレベルの組織を含む唯一の方法は、そのスコープに手動で追加することです。

なぜなら、それに含むのにペアレントレコードが存在しないからです。これは明示指定と呼ばれて

います。スコープ内の低レベルのオブジェクトを明示指定できますがそれは、低レベルオブジェク
トがそのペアレントを通じてまだスコープに暗示指定されていない場合に限ります。例えば、マシ
ングループのペアレント組織を加えることなく、マシングループを明示のうちに含むことができま

す。また、個々のマシンや部署をそれらのペアレントレコードを含むことなく、明示してスコープ

に含むことができます。 

スコープのすべて 

スコープ機能は、使用可能なとき [すべてスコープに含む] ボタンを提供します。.ボタンは、レコ

ードが暗示、明示指定にかかわらず、特定のスコープタブ内にコートを全てリストアップするウイ

ンドウを表示します。 
 

ユーザーの役割 
ユーザー役割はどんな機能を ユーザーがアクセスできるかを決定します。  

役割タイプ  

Kaseyaのライセンスは、役割タイプ毎に購入していただきます。ユーザにライセンスを与えるユー
ザー役割タイプと、マシンにライセンスを与えるマシン役割タイプがあります。各役割タイプによ
り、選択した機能が[ユーザーの役割] > [アクセス権]タブ、および[マシン役割] > [アクセス権]タブに

リストされます。購入した役割タイプのライセンスの数は、[システム] > [ライセンスマネージャ] > [

役割タイプ]タブに表示されます。各役割タイプライセンスは、許可された名称が付いたユーザと同
時使用ユーザ数を指定します。  

ユーザー役割タイプ 

各ユーザー役割は、少なくとも１つのユーザー役割タイプを指定しなければなりません。ユーザー

役割が複数の役割タイプに割り当てられると、役割タイプのどれかがその機能をアクセスできるな

ら、その機能へのアクセスが可となります。機能アクセスは、ユーザー役割またはマシン役割でさ

らに制限することができます。ユーザー役割タイプの例として次のものがありますが、それらに限

定されません。 

 VSA管理者 - マスターユーザーと標準ユーザーが含まれます。 
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 エンドユーザー - 選択したVSAの機能への制限付きアクセスを提供します。主にサービスプロ

バイダーのお客様用です。顧客は VSAにログオンして、レポートの印刷や各自の組織に関する

チケットを表示できます。 

 サービスデスク技術者 - Service Deskのチケットの編集とレポートの実行ができますが、サー

ビスデスク、サポートテーブル、またはサービスデスク手順を構成することはできません。 

 サービスデスク管理者 - Service Deskのすべての機能を使用できます。 

 追加の SaaSユーザー役割タイプは購入したバンドルで定義され、それぞれ異なります。 
 

マシン役割 

マシン役割 

[マシン役割]ページは、[Portal Access]ウィンドウへのアクセスを制御します。ポータルアクセスは、

マシンユーザーが起動するライブ接続セッションです。運営マシンのシステムトレイ上のエージェ

ントアイコン をクリックすると、マシンユーザーはポータルアクセスページを表示します。Portal 

Accessには、ユーザーの連絡先情報の変更、トラブルチケットの作成または追跡、VSAユーザーと

のチャット、または別のマシンから自分のマシンのリモートコントロールなどのマシンユーザーオ

プションが含まれます。  

注：Portal Accessの詳細については、「Live Connect、Portal Accessおよびクイックビュー」 『

http://help.kaseya.com/webhelp/JA/VSA/9010000/JA_RCtools_R91.pdf#zoom=70&navpanes=0を
見て 』を参照してください。 

マシン役割タイプ 

全てのマシン役割が、マシン役割タイプに割り当てられなければなりません。Kaseya 2の最初のリ
リースでは、マシン役割タイプは 1つしかありませんでした。マシン役割タイプは、マシン役割に
含まれているマシンに適用するマシンベースのライセンスを決定します。たとえば、StdMachとい

うマシン役割を作成して StdMachを Basic Machineというマシン役割タイプに割り当てると、

StdMachマシン役割のマシンが 150台ある場合、[システム] > [ライセンスマネージャ]には、使用し

ている Basic Machineのライセンス合計数が 150と表示されます。   
 

ユーザー 
各ユーザーは、少なくとも役割を 1つと、スコープを 1つ割り当てられていなければなりません。1

人のユーザーに複数の役割とスコープを指定できますが、いつも、1つの役割と 1つのスコープだけ
が作動します。.アクティブ役割とスコープは、ページの右上の役割とスコープドロップダウンリス

トで選択します。それぞれの機能にアクセスすれば、ユーザーパスワード、ユーザーログオンの可/

不可、ログオフユーザーをリセットできます。  

マスターユーザーと標準ユーザーの違い 

マスターユーザーとは、マスターユーザー役割と、マスタースコープを使用する VSAユーザーです

。 マスターユーザー役割をもつユーザーは、VSAのすべての機能にアクセスできます。マスタース

コープでは、VSAのすべてのスコープデータオブジェクトにアクセスできます。マスターユーザー

役割は非マスタースコープと共に使用できますが、マスタースコープを非マスター役割と共に使用

することはできません。Kaseya Serverの管理構成と他の専用機能は、マスター役割ユーザーのみが

http://help.kaseya.com/webhelp/JA/VSA/9010000/JA_RCtools_R91.pdf#zoom=70&navpanes=0
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実行できます。標準ユーザーという用語は、マスターユーザー役割およびマスタースコープを使用
しないユーザーを示すために使用されることがあります。 

 

新しいマスターユーザーの作成 

ユーザーパスワードを忘れた 

マスターユーザーのパスワードを忘れた場合は、システムが提供する新しいマスターユーザーのア

カウントを作成する方法を利用するか、単に既存のマスターユーザーのアカウントのパスワードを

リセットしてください。こうすることで、システムにログインできるようになり、忘れたアカウン

ト情報を取得できます。マスターユーザーとは、マスターユーザー役割と、マスタースコープを使

用する VSAユーザーです。 

注：この操作には、Kaseya Serverの管理者権限が必要です。セキュリティの理由で、以下の手順はリモー
トでは実行できません。 

新しいマスターユーザーのアカウントの作成 

1. Kaseya Serverを実行しているマシンにログインします。 

2. 次のウェブページにアクセスします。 

http://localhost/LocalAuth/setAccount.asp 

3. マスターユーザー名フィールドに新しいアカウント名を入力します。 

4. パスワードをパスワード入力フィールドに入力し、パスワード確認フィールドに再度入力して

確認します。 

5. Eメールアドレスに Eメールアドレスを入力します。 

6. 作成をクリックします。 

これで、新しいマスターユーザーのアカウントでシステムにログオンできます。 

既存のマスターユーザーのアカウントのパスワードのリセット 

注： マスターユーザーのアカウントを無効にすることはできません。 

1. Kaseya Serverを実行しているマシンにログインします。 

2. 次のウェブページにアクセスします。 

http://localhost/LocalAuth/setAccount.asp 

3. 既存の、有効なマスターアカウントのユーザー名をマスターユーザー名フィールドに入力しま

す。 

4. パスワードをパスワード入力フィールドに入力し、パスワード確認フィールドに再度入力して

確認します。 

5. Eメールアドレスは省略します。このウェブページでは、既存のユーザーの Eメールアドレス

をリセットできません。 

6. 作成をクリックします。 

これで、既存のマスターユーザーのアカウントでシステムにログオンできます。 
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ユーザ所有オブジェクトを共有 
各ユーザは、フィルタをかけたビュー、レポート、手順、モニターセットなど、ユーザー所有オブ

ジェクトを作成する能力があります。通常は、これらのオブジェクトはプライベートオブジェクト

として開始します。プライベートオブジェクトは、ほかのユーザーは見ることも使用することもで

きません。これらのユーザー所有オブジェクトは、他のユーザー役割または個人ユーザーで共有す
ることができます。場合によっては、マスター役割ユーザーはすべてのユーザーに公開されるユー

ザー定義オブジェクトを作成できます。共有オプションは、オブジェクトを使用する、編集する、

エクスポートする、または追加ユーザーと共有する権利が含まれます。共有権は個々ののオブジェ

クトでそれぞれセットします。ユーザー所有オブジェクトの共有を選択できます： 

 そのユーザー役割を現在使う、使わないにかかわらず、どのユーザー役割でもあなたはそれの

メンバーなのです。 

 個人のユーザーは、あなたの現在のスコープのメンバーです。 

オブジェクトに対する共有権がユーザー役割と個人役割の両方に与えられていると、共有権がお互

いに追加されます。 

通常、[共有] ボタンは、ユーザー所有オブジェクトを編集するページまたはダイアログに現れます

。個人[共有] ボタンは、リスト内の各ユーザー所有オブジェクトの隣にあることもあります。 

VSAでのユーザー所有オブジェクトの例を示します。 

 ビューの定義 

 エージェントインストールパッケージの配置 

 ダッシュレットをモニターする 

 エージェント手順フォルダ 

 サービスデスク手順フォルダ 

 モニターセットフォルダ 

 SNMPセットフォルダ 

 レポートフォルダ 

 レポートセットフォルダ 

 Service Deskチケットのフィルター 

注： フォルダツリーには、フォルダの共有に関する特殊なルールがあります。詳細については、オンライ

ンユーザーアシスタンスの[エージェント手順] > [スケジュール/作成] > [フォルダ権利]を参照してください
。 

共有オプション 

 共有ペーンにユーザーまたはユーザー役割を加えるとそのオブジェクトをユーザーが使用でき

ます。そのオブジェクトを使用するために、追加の権限をユーザーまたはユーザー役割に割り

当てる必要はありません。 

 ユーザーまたはユーザー役割を追加するときに、編集、作成、削除、名前の変更、共有などの
追加の権限をチェックすると、そのユーザーまたはユーザー役割にそれらの追加の権限が指定
されます。ユーザーの追加権利を変更するには、それら、またはユーザー役割を一旦外し、そ

の後、元にもどさなければなりません。 

 共有はユーザーまたはユーザー役割が共有権を指定できることを意味します。 

レガシー共有オプション 

内の特定の機能は、以下のようにレガシ―ダイアログを使て共有権を設定します。 
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 共有権はオブジェクトごとに割り当てられます。3つの共有チェックボックスのオプションが

あります：最初の 2つのチェックボックスは、相互に排他的であり、どのような共有権が割り
当てられるかを決定します。最初の 2つのチェックボックスのどちらもチェックされていない

なら、共有アクセスを付与されているユーザーだけには共有オブジェクトが表示されますが、

オブジェクトは使用も編集もできません。共有および非共有のリストボックスと三番目のチェ

ックボックスが、誰がオブジェクトを見ることができるかを決定します。 

 他の管理者に変更を許可- チェックすると、オブジェクトへの共有権を持つと、そのオブ

ジェクトを使用、詳細を表示、および編集できます。 

 他の管理者は使用できるが、表示または編集はできない - チェックすると、オブジェク

トへの共有権では使用だけが可能です。 

 公開する（すべての管理者が表示可能） - チェックした場合、現在および将来のすべての VSA

ユーザーがオブジェクトを表示できます。空白の場合は、選択したユーザー役割およびユ
ーザーだけが共有オブジェクトを見ることができます。空白で、新しいユーザーまたはユ

ーザー役割が後から追加された場合、このダイアログに戻って特定のオブジェクト見るこ

とができるようにする必要があります。 
 

VSA ログオンポリシー 
[システム] > [ユーザーセキュリティ]で VSAユーザーが定義されると、ユーザーがログオン可能な時

期とその方法、およびログオン中にユーザーが利用可能な機能を、多数の機能が管理します。 

VSAユーザーのログインオプションを指定するには、次の項目を使用します。 

 [システム] > [ユーザー] - ユーザーのパスワードをリセットする、ユーザーにパスワード変更を

強制する、ユーザーのログオンを有効/無効にする、ユーザーをログオフする、のオプションが

あります。 

 [システム] > [プリファレンス] 『8ページ 』 - プリファレンスのページは、通常、現在ログイ
ンしているユーザーのみに適用するパーフォーマンスオプションを設定します。 

 [システム] > [ログオンの変更] 『9ページ 』 - [ログオンの変更]ページでは、自分の VSAログ

オンのユーザー名とパスワードを設定します。これらのプリファレンスオプションは現在ログ
オンしているユーザーのみに適用されます。 

 [システム] > [ログオンポリシー] 『10ページ 』 - [ログオンポリシー]ページでは、すべての VSA

ユーザーに適用するログオンポリシーを設定します。 

 [システム] > [ログオン時間] 『11ページ 』 - [ログオン時間]ページでは、各ユーザー役割に曜

日と時間を指定していつユーザーが VSAにログオンできるかを決定します。週の各曜日に、違

う時間を設定できます。  

 [システム] > [サイトのカスタマイズ] > [ログオンページ] - ログオンページに表示されるオプシ

ョンを設定します。 

 [システム] > [サイトのカスタマイズ] > [サイトヘッダー] - ログオンページに表示されるオプシ

ョンを設定します。 

注： マシンユーザー専用の追加のログオンオプションは、[エージェント] > [Portal Access]で設定します。 
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プリファレンス 

[システム] > [ユーザー設定] > [プリファレンス] 

プリファレンスページで、現在ログオンしているユーザーのみに適用するシステム規模のプリファ
レンスを設定します。これには警報メッセージを受け取る Eメールアドレスが含まれます。 

注：このページの 3つのオプションがすべてのユーザーに適用され、マスター役割ユーザーにのみ表示され
ます。言語パックをインストールするめのシステムデフォルト言語プリファレンスと[ダウンロード]ボタン

を設定し、全ユーザーに共有フォルダと個人フォルダー内容を表示します。 

注： ユーザーログオンに影響を与える機能のサマリーについては、「VSAのログオンポリシー」 『7ペー
ジ 』を参照してください。 

この管理者のメッセージを配信する Eメールアドレスを設定する。 

警報、チケット通知、その他のEメールメッセージを送るEメールアドレスを指定します。Eメール

アドレスを入力してから、それを有効にするために 適用 をクリックします。以前に設定した警報

は、警報を設定した時に指定した元の Eメール受信者アドレスに保存されます。 

ログオン後の最初の機能を設定する。 

Kaseya Serverにログオンしたときに、最初に表示する機能の名前を選択します。 

情報アイコン にカーソルを置いたときに、詳細情報を表示するまでの遅延を設定する 

[チケット発行] > [サマリーの表示]、および[サービスデスク] > [チケット] 『

http://help.kaseya.com/webhelp/JA/KSD/9010000/index.asp#3646.htmを見て 』の各チケット行

に、情報アイコン が表示されます。アイコンにカーソルを合わせると、チケットのプレビューが

表示されます。チケットプレビューウィンドウが表示されるまでの待機時間（単位: ms）を指定し、[

適用する]ボタンをクリックします。[デフォルト] ボタンをクリックして、この値をデフォルトに戻

します。 

エージェントのアイコンにカーソルを置いたときに、詳細情報を表示するまでの遅延を

設定する   

エージェントのチェックインアイコン（例: ）は、VSAの各マシン IDアカウントの横に表示されま

す。アイコンの上にカーソルを置くと、エージェントのクイックビューウィンドウが表示されます

。エージェントのクイックビューウィンドウが表示されるまでの待機時間（単位: ms）を指定し、[

適用する]ボタンをクリックします。[デフォルト] ボタンをクリックして、この値をデフォルトに戻

します。 

タイムゾーンのオフセットを選択する。 

以下のタイムゾーンのオフセットのどれかを選択し、適用をクリックします。「スケジュールとサマ

ータイム」を参照してください。 

 ブラウザがシステムにログインする使用タイムゾーン 

 VSAサーバーのタイムゾーンを使用する - VSAブラウザにより表示される現在の時刻がこのオ

プションの横に表示されます。 

 VSAサーバーからの固定オフセット<N>時間を使用する 

注： 日付フォーマットは、[システム] > [構成]で設定します。 

http://help.kaseya.com/webhelp/JA/KSD/9010000/index.asp#3646.htm
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言語のプリファレンスを設定する。 

 マイ言語のプリファレンスは - VSAにログインしたときの表示言語を選択します。利用可能な

言語は、インストールしている言語パッケージによって異なります。 

 システムのデフォルト言語のプリファレンスは - すべてのユーザーの VSAユーザーインター

フェースに使用するデフォルトの言語を選択します。利用可能な言語は、インストールしてい

る言語パッケージによって異なります。このオプションは、マスター役割ユーザーだけを表示

します。 

 言語パッケージのダウンロード - 言語パッケージをダウンロードしてインストールできるダイ

アログボックスが表示されます。言語パッケージをインストールすると、VSAユーザーインタ

ーフェースをその言語で表示できます。このオプションは、マスター役割ユーザーだけを表示

します。 

すべてのユーザーの共有フォルダおよび個人用フォルダの内容を表示する - マスター

管理者のみ 

これをチェックすると、マスター役割ユーザーが、共有フォルダと個人フォルダを見ることができ

ます。個人ホルダーだけは、このボックスをチェックすれば、マスター役ユーザーがオーナーと同

じく、全アクセス権を得ることになります。 

長い名前に対する表示フォーマットを選択する。 

ウェブページは、代表的な文字列サイズに表示するようデザインされています。時には、データフ

ィールドが長い名前を持っていて、ウェブページ上に適切に表示されないことがあります。以下の

方法で長い名前表示を指定できます： 

 ページレイアウトをよくするために名前を制限する - この設定はウェブページ上で文字列のサ

イズを制限します。最大長を超える文字列は以下で制限されます、、名前全体を見るには、マ

ウスを文字列の上に移動し、ツールティップで全体を表示してください。 

 長い名前を複数行に表示 - 長い文字列がウェブページ内で改行して表示されます。これは通常

のウェブページのレイアウト上で邪魔になり、名前が単語の途中で改行されてしまいます。 

スヌーズをクリア 

スヌーズをクリア をクリックして現在の残っているタスク通知メッセージをクリアします。あなた

に割り当てられたタスクと期限切れのタスクに、タスク通知メッセージが作成されます。タスクを

定義するには、[情報センター] > [ダッシュボードの表示]ページを使用します。 

デフォルト 

デフォルトをクリックして、このユーザーのシステムに対する全設定をデフォルトにリセットしま

す。 
 

ログオンの変更 

[システム] > [ユーザー設定] > [ログオンの変更] 

[ログオンの変更]ページでは、自分の VSAログオンのユーザー名とパスワードを設定します。これ

らのプリファレンスオプションは現在ログオンしているユーザーのみに適用されます。 

注： ユーザーログオンに影響を与える機能のサマリーについては、「VSAのログオンポリシー」 『7ペー
ジ 』を参照してください。 
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各自の VSAのログオン名またはパスワードの変更 

ログオン名とパスワードの変更するには： 

1. 新しい名前をユーザー名フィールドに入力します。 

注： [システム] > [ログオンポリシー]の[ログオンの変更を禁止する]がチェックされている場合、[ユ

ーザー名]フィールドを編集することはできません。 

2. 古いパスワードを古いパスワードフィールドに入力します。 

3. 新しいパスワードを新しいパスワードフィールドに入力しますパスワードは大文字と小文字を

区別します。 

システムで強力なパスワードを自動生成するには、[推奨]をクリックします。ダイアログボッ

クスは新しいパスワードを表示します； 新しいパスワードは自動的に新しいパスワードとパス

ワード確認フィールドに入ります。OKをクリックする前に書き込んだか確認し、ダイアログ

ボックスを閉じます。 

4. パスワード確認フィールドに再度入力してパスワードを確認します。 

5. セキュリティ質問 と セキュリティ答えを入力します。これにより、パスワードを忘れた場合

に新しいパスワードを要求できます。 

ログオンページの[パスワードを忘れた場合]リンクをクリックすると（[システム] > [サイトのカス

タマイズ] > [ログオンページ]タブでアクティブにした場合）、パスワードを変更できるリンクの Eメ

ールが届きます。パスワードを変更するには、[システム] > [ログオンの変更] 『9ページ 』で[

セキュリティの質問]と[セキュリティの回答]をあらかじめ入力しておく必要があります。 

6. 変更をクリックします。 

注： Discoveryアドオンモジュールでは、ドメインログオン 『

http://help.kaseya.com/webhelp/JA/KDIS/9010000/index.asp#7293.htmを見て 』を使用して VSA

ユーザーのログオンと Portal Accessのログオンを管理できます。 

 

ログオンポリシー 

[システム] > [サーバー管理] > [ログオンポリシー] 

[ログオンポリシー]ページでは、すべての VSAユーザーに適用するログオンポリシーを設定します

。ログオンポリシーはシステムへの強行割り込みを防ぎます。連続する不正ログインや不正アカウ

ントを設定時間制限するために、繰り返しランダムにパスワードを入力による不正アクセスを防ぐ

ことができます。 

注： ユーザーログオンに影響を与える機能のサマリーについては、「VSAのログオンポリシー」 『7ペー
ジ 』を参照してください。 

不正ログオンポリシーを指定する。 

 アカウントが無効になるまでの、連続的なログオン失敗の回数 - VSAユーザーやPortal Access

ユーザーがアカウントフィールドに間違ったログオン情報を連続して入力できる回数を指定し

ます。この回数を超えると、アカウントが無効になります。この回数は、ログインに成功する

とゼロにリセットされます。 

 最大ログイン不良を超えてからアカウントをオフにするまでの時間- フィールド内でアカウン

トが使えなくなる期間を時または日で指定します。 

http://help.kaseya.com/webhelp/JA/KDIS/9010000/index.asp#7293.htm
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注： ロックアウト時間が経過する前に手動でアカウントをアクティブにするには、別のユーザーが[

システム] > [ユーザー]ページでアカウントを有効にする必要があります。 

 ユーザーセッションが自動的にログアウトする前の不作動の時間- ユーザーが自動でログアウ

トするまでのユーザー不作動の期間を指定します。フィールドに不作動の時間数を設定します

。 

 ログオン名の変更を防ぐ - ログオン名の変更を防ぎます。 

 ログオンページ上にドメインを表示しない - ログオンページ上のドメインフィールドを非表示

にします。 

注：空白のままにした場合、ドメインログインが少なくとも 1つ存在するようになるまで、ドメイン

のチェックボックスがログオンページに表示されません。ドメインログオンをインポートするには、[

エージェント] > [ADユーザーの表示]を使用します。手動でドメインログオンを追加するには、[シス

テム] > [ログオンの変更] 『9ページ 』を使用します。 

 ログオンページ上に覚えておくを表示しない -  ログオンページ上の自分のユーザー名をこの

コンピュータに覚えておくチェックボックスを非表示にします。 

パスワード強化ポリシーを指定する。 

以下の横にあるボックスをチェックすると、パスワード強化ポリシーを指定します： 

 Ｎ日ごとにパスワード変更を要求する 

 最少パスワード長を強制する 

 Ｎパスワードのパスワード再利用を禁止する 

 大文字と小文字のアルファベット文字を要求する 

 アルファベット文字と数字の両方を要求する 

 非アルファベット文字を要求する  

アップデート 

[アップデート] ボタンを押して変更を適用します。 
 

ログオン時間 

[システム] > [ユーザーセキュリティ] > [ログオン時間] 

[ログオン時間]ページでは、各ユーザー役割に曜日と時間を指定していつユーザーが VSAにログオ

ンできるかを決定します。週の各曜日に、違う時間を設定できます。  

注： ユーザーログオンに影響を与える機能のサマリーについては、「VSAのログオンポリシー」 『7ペー
ジ 』を参照してください。 

ユーザー役割を選択 

ユーザー役割を選択して、ログオン時間設定を表示し、メンテナンスします。 

時間制限なし 

チェックした場合、曜日や時刻には関係なく、ユーザーは VSAにログオンできます。他の全設定を

オンのするためにチェックを外します。 
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拒否する 

全曜日でログオンアクセスを拒否します。 

または<12:00 am>から<12:00 am>まで許可する 

ログオンを許可する時間帯を指定します。すべての時刻に Kaseya Serverのタイムゾーンが適用さ

れます。一日中アクセスするように設定するには、開始時間と終了時間を同じ時間に設定します。 
 

ログオンページ  
サイトカスタム化ページのログオンページタブで、ユーザーがログオンした時に表示されるオプシ

ョンを設定します。 

注： ユーザーログオンに影響を与える機能のサマリーについては、「VSAのログオンポリシー」 『7ペー
ジ 』を参照してください。 

1. ログオンページタブ上の[編集]ボタンをクリックします。ログオンページの編集ダイアログが

表示されます。 

2. 以下の設定はオプションです。 

 ログオンページのロゴ - 設置マシンまたはネットワーク上のカスタムログオンを選択す

るために検索します。 

注：ロゴは推奨サイズ以下にする必要があります。 

 タイトル - この環境のタイトルテキストを入力します。タイトルはログオンページのロ

ゴのすぐ下に表示されます。 

 右のフレームの URL - カスタムウェブページのパスを入力します。パスは、Webpagesデ

ィレクトリまたは Webpages\Accessディレクトリの相対パス、または完全修飾の URLで

なければなりません。 

 ログオンページのシステムバージョンを表示 - これをチェックすると、システムバージ

ョンが表示されます。 

 ログオンページの忘れたパスワードを表示 - これをチェックすると、パスワードを忘れ

ましたか?のハイパーリンクがログオンページに表示されます。ログオンページの[パスワ

ードを忘れた場合]リンクをクリックすると（[システム] > [サイトのカスタマイズ] > [ログオン

ページ]タブでアクティブにした場合）、パスワードを変更できるリンクの Eメールが届きま

す。パスワードを変更するには、[システム] > [ログオンの変更] 『9ページ 』で[セキュリ

ティの質問]と[セキュリティの回答]をあらかじめ入力しておく必要があります。 

 ログオンページのシステムステータスを表示 - これをチェックすると、システムステー

タスがログオンページに表示されます。 

 ログオンページのシ顧客 IDを表示 - これをチェックすると、顧客 IDがログオンページに

表示されます。 
 

システムとユーザーログ 
システム モジュール内の 3つのログが、ユーザーが行ったイベントとシステムイベントを追跡しま

す。 
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 ユーザー履歴 - ユーザーが使用した全機能の履歴を日付順に表示します。この履歴は、選択さ

れたユーザーが行い、システムログ が捕えたアクションも表示します。このシステムは、シス

テムログに指定された日数分の各ユーザーの履歴データを保存します。 

 システムログ - [システムログ]ページは、特定の期間での、マシン IDで追跡することができな

いイベントを記録します。このログは、エージェントログのどれにも含まれないイベントを記
録します。  

 アプリケーションロギング - アプリケーションサーバー上のアプリケーションアクティビティ

の記録をコントロールします。 この機能は、マスター役割ユーザーにのみ表示されます。  
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もっと学ぶ 
Virtual System Administrator™の実装をすぐに開始できるように、PDFが用意されています。こ

れらの PDFは、VSAオンラインヘルプの最初のトピック 『

http://help.kaseya.com/webhelp/JA/VSA/9010000を見て 』からダウンロードできます。 

Virtual System Administrator™に慣れていない場合は、次のクイックスタートガイドを使用するこ

とが推奨されます。 

1. 開始する 

2. ユーザー管理 

3. エージェント構成と配置 

4. リモートコントロールツール 

5. モニタリング構成 

6. カスタム・レポート 

以下のリソースも利用可能です。 

Kaseya University 

研修オプションについては、Kaseya University 『

http://university.kaseya.comを見て 』を参照してください。 

 

 

http://help.kaseya.com/webhelp/JA/VSA/9010000
http://university.kaseya.com/
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